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名がある。人物を特定 し,その人物の動き,彼が記 した内部文書,等 々を分析対象にす
るのが小野先生のなによりの魅力であった(詳 しくは,73ペー ジ〉。このプランは,清
からの賠償金が入手される見込みが確定していない早い段階のプランであり,金貨を高
額の本位貨として,銀 の併行流通(た だし,自由鋳造の禁止)を 目指 したものであ り,
当時の日本の外的環境を強く意識したものであった。とくに,1893年のインドの幣制改
革を意識 し,銀離脱を目標 としていたが,し かし,完全な離脱は困難であるとの認識を




る。金本位制論者は,阪谷芳郎(大 蔵省主計官)と 添田寿一(大 蔵省参事官)の2名,
小野一 一郎先生の学風 (229)95
金井延(法科大学教授),園田孝古(横浜正金銀行頭取),田U卯吉が金銀複本位制論者



















































私に光を照射 し続けて ドさった先生の,そ の光の秘密を探る行為だからである。先生に
は失礼な表現になるが,20歳代の先生のお仕事には迷いと怯えがあった。ある種の紋切





に遜 るように文章化された。それは,「ゆっくりと行 こう」 と口癖のように私たちを戒
めていた先生とは完全に別人の姿である。認歳からの先生は,疾走 というよりも,爆走.
剛小野 一一郎先生 の学風 〔231)97
されていた。光 り輝いていた。若くして余りにも高い所によじ登られた。その仕事のす
さまじさは,も う命が残されていないかのように思われた。
おそらく先生は,描 きたかった人物像をおもちだつたのだろう。先生は,表 舞台で活
躍 した大物の下で働いた能吏がお好きだったらしい。でもなぜかその作業はされなかっ
た。
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